


はじめに
　平素は、会員並びに支部（施設等）の皆さま方のご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　平成 20（2008）年 4月に発足した当協会の最初に取り組んだ事業が「支部活動等助成事業」であります。
　この事業に真っ先に取り組んだ意図は、①自由な発想で利用者ファーストの事業である。②身近な地
域で、かつ会員の所属する施設（事業所）が主体的に事業を実施する――の２点です。
　当時の当協会は互助会から大阪知的障害児者生活サポート協会（旧名称）へ移行してまもなく事務局
体制も未整備な状況下、取り組んだ記憶があります。
　この事業実施の主たる目的は変わっておりません。①会員の皆さま一人一人が暮らしたいと希望する
地域で、安心・安全に「自分らしく」あること。②事業所等におかれては、自由な発想でニーズに対応
した事業の実施をすること。加えて「人材育成事業に取り組んでほしい。」と強く願っています。
　当協会の財源は、会員（生活サポート総合補償制度加入者）からの会費です。年間会費は 2,500 円、
会員数 1万人余です。当協会の令和 7年度の会費収入は約 2,635 万円です。事業費約 1,100 万円の 5割
である約550万円が助成事業の決算額であります。助成事業を重点事業の一つとして位置付けている旨、
ご理解のほどお願いします。
　令和 7年度の助成事業実施事業所等の事業内容は、下記のとおりです。
　助成事業を申請した団体は社会福祉法人が約 9割、NPO法人 1割弱、株式会社は 2事業所のみです。

〈地域密着型事業の推進を！〉
　施設入所から地域生活への移行が進められ、今や共同生活援助（以下、グループホーム）入居者数が
施設入所支援利用者数を上回っています。それぞれの地域には多数のグループホームが存在し、その運
営母体は社会福祉法人をはじめＮＰＯ法人、株式会社など多数参入しております。
　入居者の重度化・高齢化傾向、日中活動の休みの土・日には余暇を支援するプログラムが地域の中に
あるだろうか。地域に溶け込んで暮らしているのだろうか。地域にはいろんな文化・芸術等教室（サー
クル）が活動しているが、グループホーム入居者が参加しているだろうか。などなど…。
　当協会助成事業を活用して、地域で障がい者の暮らしを支える事業や人材育成など、自由な発想で挑
戦してみましょう！
　入居者の実態に即した環境要因へのアプローチの必要性、加えて入居者の日常生活支援に携わる支援
者の育成など、課題が多々あります。
〈成年後見制度を見直す改正民法が成立！〉
　グループホーム入居者に限らず、障がい者一人一人が地域で「自分らしく生きる」を支援する大事な
制度です。内容をしっかり知ることです。研修会の開催など企画していただきたい。
　当協会としては、見直しされる成年後見制度について当協会顧問弁護士の井上計雄先生に相談のうえ、
勉強の機会を設定したいと考えています。

　地域の障がい者の暮らしを支える事業や人材育成事業など、それぞれの地域性を活かした実践の積み
重ねが地域の支援力向上につながります。障がい者の一番身近な存在である我々ができることから実践
することです。

※令和 7年度定時社員総会で名称変更が承認され、「一般社団法人大阪生活サポート協会」になりました。

　令和 8年 7月吉日
一般社団法人 大阪生活サポート協会　理事長　安本 伊佐子
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● 表紙作品　「魚の一日」（りょう）



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 



  

  

  

        

  

  

 

 

  

  

  



 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 



















大阪生活サポート協会は、全国生活サ
ポート協会と連携し、助け合うという「互
助」の精神を柱に、知的障がい児者・発
達障がい児者の皆さまをかけがえのない
存在として捉え、安心・安全に、より豊
かな生活が送れるよう支援しています。

Mission
使命

Vision
将来像

Passion
熱き思い

Action
行動・実践

理念

理念

　一般社団法人全国生活サポート協会は、2006（平成 18）年 11月に知的障がい児者・自閉症
児者とその家族の生活上での安心・安全と福祉の増進に寄与する事を目的として設立されました。
　現在、全国 46箇所の生活サポート協会と連携し活動しています。

※令和６（2024）年度より「生活サポート総合補償制度」の加入要件に発達障がい児者を加えることに
なりました。（自閉症児者は発達障がい児者の中に含まれます。）
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